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可児市市民公益活動センター Meets

問合せ・申込は、可児市市民公益活動センター Meets まで（0574-60-1222）　knc@kani-npo.gr.jp

可児市市民公益活動センターMeets　講座・イベント

日時：６月 19 日（日）13:30
場所：可児市文化創造センター　映像シアター
講師：首藤義敬さん
         (「はっぴーの家ろっけん」運営）
内容：入居者以外にも、こどもから高齢者まで様々
な背景の老若男女、多様な国籍の人たちが出入りす
る場所。誰も特別扱いはされません。決まったルー
ルやレクリエーションもありません。それぞれがこ
の場所で思い思いの時間を過ごし、交流します。車
椅子に座る高齢者の近くで宿題する小学生、手仕事
する人、ボードゲームを楽しむ人たち、仕事の打ち
合わせをする人、大声で笑いながら追いかけっこを
する子どもたち、認知症の人、外国人・・・様々な
人たちが過ごす日常。そこからうまれるものとは？

※会場に人数制限があるためため、事前申込をお願
いします。
講演会当日 (19 日 ) は、Meets は休館になります。

日時：7 月 24 日（日）13:30 ～ 15：30
場所：市民公益活動センター Meets（予定）

日時：8 月（詳細未定）
市民活動について、非営利型組織について、自治
会について、日頃思っていることを、ざっくばら
んにおしゃべりしましょう！

プロボノとは・・・
｢プロボノ」とは、「公共善のために」を意味するラ
テン語「Pro Bono Publico」を語源とする言葉で、【社
会的・公共的な目的のために、職業上のスキルや専
門知識を活かして取り組むボランティア活動】を意
味します。
　　（認定 NPO 法人サービスグラント HP より）

Meets では、｢何か人のお役に立ちたい｣ という漠
然とした気持ちを、対話と交流、つながりを通して、
形にしていくお手伝いをしていきたいと考えていま
す。
仕事、勉強、家事、育児、ボランティア活動、趣味
などで培った個々のスキルや経験が誰かの助けに
なったり、幸せの時間を創り出すことができたら。
当たり前だと思っていた自分の能力が誰かの窮地を
救うことができたら。
いやいや、そんな能力は自分には何もないと感じて
いる人は、他の人から見たら実は何でもできてしま
うマルチプレイヤーなのかもしれません。
｢何か人のためにやってみたい｣
まずは、自分の好き、嫌い。得意、不得意。デコボ
コな自分について、一緒にお話してみませんか？

ゆるプロボノカフェ

NPO何でもおしゃべり会

　まちづくり講演会
ごちゃまぜな居場所～「はっぴーの家ろっけん」
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このコーナーでは、広報誌同封情報送付シートでお寄せいただいた各団体からの情報を掲載していきます。 
また、ホームページ上の「市民活動カレンダー」にも掲載します。 皆様からの情報をお待ちしています！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※新型コロナウイルス感染症の状況により変更の場合があります。各主催団体に確認してください。 

 
 
 
 
 
 

Meets (ミーツ) ホームページで 
各団体活動スケジュールＰＲ 

Meets の HP から会議室の空き状況が確認でき、
仮受付ができるようになりました。各市民団体の
活動スケジュールも分かりやすく載っています。
まちづくり活動助成の情報も分かりやすくなりま
した。  http://kani-npo.gr.jp/ 

Meets に届いた情報は様々な媒体を使って発信していきます！ぜひ情報をお寄せください。 
掲載媒体によって締切が異なりますので詳しくは Meetsまたは、各主催団体にご確認ください。  

第 14 回 NPO セミナー＆交流会 

◆◆ インボイス制度のイロハ ◆◆ 

インボイス制度のイロハを分かりやすく説明す
ると共に、今後どのように対応していくと良い
かを一緒に考えます。 

開催日：6 月 3 日（金） 
セミナー：13：30～15：00（Zoom 参加可） 
交流会：15：10～15：40（会場のみ） 

講 師：田島宏美 氏（税理士） 
場 所：とうしん学びの丘“エール” 

多治見市虎渓山町 4-13-1 
申込み：メール・FAX または東濃信用金庫窓口へ 

氏名・住所・電話番号・会場参加または Zoom 
を明記（Zoom の方はメールアドレスを記入） 

※交流会は、新型コロナ感染症の状況により中止の場合が
あります。 

【主 催】 とうしん地域活力研究所 
【問合せ】 エリアサポート課 伊藤・隈元 
Mail：toshin-npo@tono-shinkin.jp 
Tel：0572-28-3021 Fax：0572-22-1197 ◆◆ 新日本婦人の会 サークル活動 ◆◆ 

絵手紙・ヨガ・着付け・手芸・太極拳・歩こう会 な
ど、多彩なサークルがいっぱい！ 体験は無料 

【主 催】 新日本婦人の会 
【問合せ】 0120-927-913（新日本婦人の会県本部） 

090-1109-4911（野田）・090-6619-3897（小林） 

・ガバナンス 2022 年 5 月号 VUCA 時代の自治体政策と組織  情報発信の極意  ぎょうせい 
・ウォロ Volo 4・5 月号 情報公開が社会を進化させる 大阪ボランティア協会 
・なぜ「弱い」チームがうまくいくのか  －守り・守られる働き方のすすめ－ 今中博之 晶文社 
・ネイバーフットデザイン 著：荒 晶史・編：HITOTOWA INC 英治出版 

掲 示 板 

◆◆ 青空ライブラリー開催 ◆◆ 

家庭で眠っていた書籍 等、ご寄付で集まった本や 

 
  
   

    
  

 

◆◆ 家庭で眠っている書籍を 
お譲りください ◆◆ 

青空ライブラリーに出品する書籍を集めています。 
家庭で眠っている書籍、読み終わった本、観終わっ
た DVD をお譲りください。 
ご寄付できる方は下記まで連絡ください。 
 

◆◆ 青空ライブラリー開催 ◆◆ 

寄付で集まった本や DVD を、無料でお持ち帰りし
ていただけます。 

開催日：毎週日曜日 
時 間：9：00～12：00 
場 所：湯の華市場 特設会場 

【主 催】 NPO やさしい魔法使い 
【問合せ】 090-5111-1151 

sunflowr33@gmail.com 

新 着 図 書  



月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

30 31 01 02 03 04 05

◆ママ目線で考える防

災カフェ

10:00～11:30

mano 市民支援室

◆Wケアラーズデイ

10:00～12:00

mano 市民支援室

◆おもちゃ病院かに

9:30～11:30

福祉センター

06 07 08 09 10 11 12

◆かにぱそこんくらぶ

13:00～15:00

桜ヶ丘地区センター

◆あそび活動

10:00～12:00

mano 健康スタジオ

◆IT寺子屋

10:00～12:00

Meets

◆コネットひろば

10:00～12:00

福祉センター1階

◆IT寺子屋

10:00～12:00

Meets

◆Wケアラーズデイ

10:00～12:00

mano 市民支援室

13 14 15 16 17 18 19

◆かにぱそこんくらぶ

10:00～12:00

13:00～15:00

今渡地区センター

◆ﾊﾝﾄﾞｸﾗﾌﾄタイム

10:00～12:00

mano なかのひろば

◆かにぱそこんくらぶ

10:00～12:00

13:00～15:00

帷子地区センター

◆つくってあそぼ☆

10:00～11:00

mano 健康スタジオ

◆おもちゃ病院かに

9:30～11:30

福祉センター

◆まちづくり講演会

ごちゃまぜな居場所

はっぴーの家ろっけん

13:30～15:00

文化創造センターala

映像シアター

20 21 22 23 24 25 26

◆かにここ

10:00～12:00

mano市民支援室

◆かにぱそこんくらぶ

13:00～15:00

桜ヶ丘地区センター

◆Wケアラーズデイ

10:00～12:00

mano 市民支援室

◆IT寺子屋

10:00～12:00

Meets

◆IT寺子屋

10:00～12:00

Meets

◆おもちゃ病院かに

9:30～11:30

福祉センター

◆とうかい発達障がい

共助会

14:00～17:00

Meets

27 28 29 30 01 02 03

◆かにぱそこんくらぶ

10:00～12:00

13:00～15:00

今渡地区センター

◆かにぱそこんくらぶ

10:00～12:00

13:00～15:00

帷子地区センター

各イベントに関しての問合せ・申込み

◆コネットひろば・まちづくり講演会　0574-60-1222　Meets (ミーツ)

◆Wケアラーズデイ・ハンドクラフトタイム・防災カフェ花あかり・あそび活動　0574-63-8303　mano市民支援室　

◆IT寺子屋　0574-65-8158　担当 五郎畑さん 受付時間 18:00～21:00

◆かにぱそこんくらぶ・歌声サロン「愛岐」　080-6945-3880　担当 谷中さん

◆とうかい発達障がい共助会　0574-62-7971　担当 立松さん

～６月市民活動カレンダー ～

※詳細は主催団体に問合せて確認してください

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止の場合があります。各主催団体に問合せて確認してください。

可児市市民公益活動センター　Meets
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……………………………………………………………………………………………………………………………… 
【お知らせ】市民公益活動センター Meets では、HP・Facebook・blog・Instagram で情報を発信しています。 

 講座・イベントのご案内・市民活動のようすなどを随時掲載しております。是非ご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
【編集発行】可児市市民公益活動センター Meets (ミーツ) Tel：（0574）60-1222 Fax：（0574）60-1250 
 〒509-0214 岐阜県可児市広見一丁目 5 番地 可児市総合会館 2 階 
 E-mail：knc@kani-npo.gr.jp HP：http://www.kani-npo.gr.jp 
 Facebook：http://www.facebook.com/kaninpo 
【利用時間】9：30～17：30 【休館日】毎週火曜日 12/29～1/3 

実施団体 岐阜県地域福祉課（地域福祉係） 
URL https://www.pref.gifu.lg.jp/page/6539.html 
問合せ 〒500-8570 岐阜市薮田南 2-1-1 
岐阜県地域福祉課（地域福祉係） 
TEL：058-272-1111（内線）2622 
応募締切 6 月 30 日（木） 
補助対象者 県民の皆さまからの善意の寄附金を財
源とし、社会福祉法人、福祉 NPO、ボランティア団体
等営利を目的としない団体が行う地域福祉活動に対
して、補助金の交付を通じその取組みを支援。 
社会福祉法人及びその他知事が助成を必要と認める
福祉活動を行う非営利団体 
補助対象事業 
施設改修や備品購入、啓発活動などの事業 
補助金額  
1 社会福祉法人等施設整備事業 

（補助率：1／2）（補助限度額：1,500 千円） 
2 社会福祉法人等備品整備事業 

（補助率：1／2）（補助限度額：750 千円） 
3 社会福祉法人等調査・研究開発事業 

（補助率：1／2）（補助限度額：500 千円） 
4 社会福祉法人等啓発事業 

（補助率：1／2）（補助限度額：500 千円） 
5 福祉活動団体育成事業 

（補助率：1／2）（補助限度額：500 千） 
6 その他の事業 

（補助率：1／3）（補助限度額：500 千円） 

助 成 金 情 報  

2022 年度（第 48 回） 
丸紅基金 社会福祉助成金 岐阜県愛のともしび基金 

コロナ禍はまだ続いていますが、世間ではイベントやスポーツ観戦の人数制限が徐々になくなり、再開に向けて
動き出しました。Meets ではオンラインを中心とした講座を開催していましたが、6/19 (日) に可児市文化創造
センターala で、まちづくり講演会を開催することになりました。私は慣れない手配やデザイナーさんとのチラ
シの打合せで毎日ドキドキですが、当日の首藤さんのお話がとっても楽しみです。(ｙ) 

★★ 編集後記 ★★ 

実施団体 丸紅基金 
URL https://www.marubeni.or.jp/ 
問合せ https://www.marubeni.or.jp/contact/ から
お願いします。 
丸紅基金事務局 
TEL：03-3282-7591／7592 
Mail：MKIKIN@marubeni.com 
申込方法 当基金所定の申込用紙に必要事項を記入
の上、田夫書類と共に事務局宛に郵送 
受付期間 5 月 2 日(月) ～ 6 月 30 日(木) 消印有効 
助成対象 わが国における社会福祉事業（福祉施設の
運営、福祉活動など）を行う民間の団体が企画する事
業案件で、次の条件を具備するものを対象とします。 
（１）申込者（実施主体）は、原則として非営利の法
人であること（ただし、法人でない場合でも 3 年以上
の継続的な活動実績があり、組織的な活動を行ってい
る団体は対象とする） 
（２）明確な目的を持ち、実施主体、内容、期間が明
らかであること 
（３）助成決定から１年以内に実施が完了する予定の
ものであること（2022 年 12 月から 2023 年 11 月末
の 1 年間に、申込案件が実施・完了される事業が対象） 
（４）家賃・光熱費・人件費等、一般的な経費不足の
補填でないこと 
（５）申込案件に、国や地方公共団体の公的補助がな
いこと、また他の民間機関からの助成と重複しないこ
と 
応募制限 ：法人格の有無、設立からの年数。申込者（実
施主体）は、原則として非営利の法人であること 


